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地殻岩石及び含水鉱物の電気伝導度

Electrical conductivity of crustal rocks and hydrous mineral
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室内実験における地殻岩石及び鉱物の電気伝導度測定は電磁気探査結果を解釈する上で大変重要である。それ故、地
殻岩石及び鉱物の特性を精査した多く研究がなされてきた。高温・高圧下での電気伝導度測定実験から様々な岩石と鉱
物のアレニウス図が作製され、地殻内の物理・化学状態を理解するために多くの知見を与えてきた。私達は、地質学的・
岩石学的によく研究された様々な地殻岩石及び鉱物の電気伝導度測定を行ってきた。北海道の日高変成帯からはグラニュ
ライトを、九州の肥後変成帯からは片麻岩と角閃岩を採取し、電気伝導度測定を行った。含水鉱物の代表としてはブルー
サイトの電気伝導度測定を行った。これらの岩石及び鉱物は地殻中部から下部地殻を代表する物質である。実際の測定
時には焼結したグラニュライト、葉状構造を考慮した片麻岩・角閃岩と他の物質と反応しないようにサファイアの単結晶
カプセルに封入されたブルーサイトを用いた。電気伝導度測定前には多数の絶縁テストを行い、測定系自体の信頼性を
確保した。実験では岩石の変成条件を考慮し、圧力は 0.5GPaから 1.0GPa、温度は常温から約 1000Kの範囲で電気伝導
度測定を行った。測定後は全ての試料を回収し、試料サイズを測定して各試料の電気伝導度を算出した。又、試料に違
いにより X線回折パターン並び EPMAによる元素分析を行った。地殻岩石の電気伝導度測定結果は各地域の電磁気観測
結果と良い相関を示した。一方、ブルーサイトの電気伝導度測定結果は、相境界近傍での特徴的な電気伝導度変化を示
した。本研究発表では高温状態での鉱物の電気伝導度の時間変化についても議論を行う。


